
自分たちの身を守る

自主防災組織を支援します

　災害が起きたときの対応 ｢自助｣ ｢共助｣ ｢公助｣。
迅速な対応には、｢共助｣ が最も大切であると言わ
れています。市では、自分たち身を自身で守る自
主防災組織を支援する取り組みを行っています。
　現在本宮市では、全部で19の自主防災組織が活
動しています。将来的には、全ての地区で自主防
災組織が作れるよう支援を続けていきます。

新たに自主防災組織を結成する地区には、

20万円
の助成を行っています。
規約や計画書の提出が必要になりますので、
詳しくは防災対策課まで
☎24－5365
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埼玉県上尾市出身
EXILE、由紀さおり等へ
の楽曲提供や、映画や芝
居、アニメ等の劇版音楽
作家としても活躍されて
います

東京都西東京市在住
公募による42作品の中か
ら最優秀作品に選ばれま
した
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非常持ち出し品、備蓄品の準備
ふだんから非常持ち出し品や備蓄品を準備しておきましょう。
以下は一例です。とくに非常持ち出し品は、避難場所までの距離や体力を考え、
持って避難できるだけの量にしましょう。
【非常持ち出し品の一例】
□現金　　　　□預金通帳
□印鑑　　　　□保険証
□免許証　　　□懐中電灯
□携帯ラジオ　□予備の乾電池
□ヘルメット・防災ずきん
□厚手の手袋　□毛布
□缶切り　　　□ライター・マッチ
□ナイフ　　　□携帯用トイレ

【備蓄品の一例】
□レトルト食品（ごはん・おかゆなど）・アルファ米
□インスタントラーメン・カップ味噌汁
□飲料水
□給水用ポリタンク
□カセットコンロ
□ティッシュペーパー・ウェットティッシュ
□ラップフィルム
□紙皿・紙コップ・割り箸

本宮市民の歌

｢みずいろのまち｣｢みずいろのまち｣ が完成しました！

市では、本宮市の発展のため市民の皆さんが心を一つにして歩みを進める
ために、市民の心のよりどころとなる市民の歌の制定を進めてきました。

歌詞については、公募により全国から寄せられた４２点の応募作品の中から、
市民の代表者など１２人による「本宮市市民憲章及び市民の歌検討委員会」に
おいて石原一輝さんの作品が最優秀作品に選ばれ、一部補作詞を行いながら、
「みずいろのまち」の歌詞が決まりました。
　その後、埼玉県上尾市出身のＹＵＫＩＹＯＳＨＩさんに作曲していただき、
平成２６年７月１日付けで「本宮市民の歌」として制定しました。
　この市民の歌を早く覚えていただき、多くの市民の皆さんに親しまれ愛され
る歌となることを願っています。

本宮市民の歌
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作曲作詞
YUKIYOSHI さん石原一輝さん　　本宮市民の歌「みずいろのまち」の

              　              発表会を開催します

　市で制定を進めてきた「本宮市民憲章」「本宮市民の歌」の発
表会を下記のとおり開催します。どなたでも参加できますので、
ぜひご来場ください。
◆日時　11月22日（土）　午後1時　開場
　　　　　　　　　　　　午後1時30分　開演
◆場所　サンライズもとみや
◆内容　本宮市民憲章唱和
　　　　本宮市民の歌披露
　　　　　　橋本妙子さん
　　　　　　小学生・中学生・市内コーラスグループ　　　　
　　　
◆問い合わせ先　政策推進課　政策推進係　☎24-5321


